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国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
は
、
千

葉
県
柏
市
に
あ
る
東
病
院
と
も
に
、
１
９
６
２

年
の
開
設
以
来
、
日
本
に
お
け
る
が
ん
研
究
お

よ
び
治
療
の
中
心
的
な
施
設
と
し
て
活
動
を
続

け
て
い
る
病
院
で
あ
る
。

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
病
院
運
営

お
よ
び
診
療
業
務
の
効
率
化
や
医
療
の
質
の
向

上
、
研
究
支
援
な
ど
の
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を

積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と
考
え
、
２
０
１
７
年

に
理
事
長
直
轄
の
組
織
と
し
て
情
報
統
括
セ
ン

タ
ー
が
組
織
さ
れ
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る
三
原
直
樹
氏
は
、
同

セ
ン
タ
ー
設
立
の
経
緯
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
話
す
。

「
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、現
在
、診
療
デ
ー

タ
等
を
扱
う
情
報
部
門
の
強
化
、
そ
し
て
病
院

情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
機
能
改
善
を
進
め
て

い
る
最
中
で
す
。

ぎ
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

「
す
で
に
電
子
カ
ル
テ
は
、
４
０
０
床
以
上
の

病
院
で
は
８
割
以
上
に
普
及
し
て
お
り
、
こ
の

電
子
カ
ル
テ
を
ポ
ー
タ
ル
と
し
て
、
各
部
門
シ

ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
し
患
者
の
診
療
情
報
を
参

照
す
る
こ
と
は
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
日
本
の
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
は
マ
ル
チ
ベ

ン
ダ
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
、

患
者
の
診
療
情
報
は
電
子
カ
ル
テ
を
含
め
各
部

門
シ
ス
テ
ム
に
散
在
し
て
お
り
、
診
療
情
報
を

１
ヵ
所
に
集
積
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
し

た
」

　

複
合
的
な
要
素
を
持
つ
が
ん
診
療
に
お
い
て

　

当
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
と
し
て
、
中
央
病
院
、

東
病
院
以
外
に
も
、
社
会
と
健
康
セ
ン
タ
ー
や

研
究
所
、
が
ん
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
多

く
の
部
局
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
診

療
情
報
や
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
に
長
け
た
専
門

の
ス
タ
ッ
フ
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
部
局

が
持
つ
診
療
情
報
や
各
種
の
デ
ー
タ
を
統
合
し

て
利
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
臨
床

や
研
究
活
動
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
、
新
た
に

情
報
統
括
セ
ン
タ
ー
と
い
う
部
署
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
情
報
統
括
セ

ン
タ
ー
は
、
専
任
ス
タ
ッ
フ
は
３
～
４
人
で
す

が
、
非
常
勤
を
含
め
、
関
連
部
署
と
の
兼
任
者

を
合
わ
せ
る
と
30
～
40
人
程
度
の
組
織
と
な
っ

て
お
り
、
全
員
が
力
を
合
わ
せ
て
日
夜
、
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

　

三
原
氏
は
、
就
任
当
時
に
お
け
る
同
院
の
病

院
情
報
シ
ス
テ
ム
が
持
つ
問
題
点
に
つ
い
て
、
つ

は
、
多
種
多
様
な
診
療
情
報
を
収
集
・
参
照
し

て
診
断
・
治
療
を
実
施
す
る
。
し
か
し
、
先
述

の
と
お
り
、
診
療
デ
ー
タ
は
各
部
門
シ
ス
テ
ム

に
収
納
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ

の
収
集
、
分
析
を
含
め
、
１
人
の
患
者
に
対
す

る
診
療
の
準
備
を
行
う
の
に
30
分
か
ら
１
時
間

以
上
か
か
り
、
そ
の
非
効
率
性
へ
の
対
応
は
か

ね
て
よ
り
課
題
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

「
先
に
述
べ
た
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
と
、

１
つ
ひ
と
つ
の
重
要
な
診
療
デ
ー
タ
に
着
目
し

て
、
そ
れ
が
診
療
の
適
切
な
シ
ー
ン
で
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
解
析
し
、
そ
れ
を
う

ま
く
活
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
作
り
が
重
要
と
な

り
ま
す
。
医
療
の
現
場
で
は
、
シ
ス
テ
ム
上
の

デ
ー
タ
を
一
元
的
に
管
理
し
た
方
が
診
療
の
効

率
性
が
高
ま
る
の
は
自
明
で
す
。

　

そ
こ
で
当
院
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
病
院
情
報
シ

ス
テ
ム
内
に
散
在
す
る
診
療
情
報
を
自
身
で
集

め
る
の
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
が
能
動
的
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
ビ
ュ
ー
ア
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
目

指
し
た
の
で
す
」

本邦のがん医療に大きな一歩となる
医療情報統合ビューア完成を目指し、
産学連携による共同開発がスタート
がん医療に関して、世界最高レベルの臨床と研究を実施していることで知られる国立がん研究センター中央病院。
同院では、そこに集積された貴重かつ高度な “情報”を医療ICTによって今以上に積極的に活用するために、
最新のVNA技術を応用し、各部門に散在する情報を一元管理可能な統合ビューアの開発を開始した。
同ビューア完成の暁には、患者に関する診療情報が一括表示され、質の高い医療と業務の効率化が実現するという。
同院の現況と、統合ビューア共同開発の経緯およびその有用性等について、西田病院長、三原医療情報部部長らに話を聞いた。

1968 年大阪府生まれ。1994 年愛媛大医学部を卒業後、阪大医学
部放射線医学教室に入局。放射線科医として22年間の経験を持つ。
2001 年同大大学院医学系研究科博士課程（内科学）卒。2007
年から4 年間、株式会社大阪先端画像センターで常勤読影医師と
して勤務後、2011 年阪大大学院医学系研究科医学専攻情報統合
医学講座医療情報学研究室の特任助教、同年 12 月から医学部附
属病院医療情報部副部長、医療情報学研究室の准教授として病院
情報システム、特に PACS 等の管理業務に携わる。2017 年 2 月よ
り現職。放射線診断専門医、検診マンモグラフィ認定読影医、上級
医療情報技師、医用画像情報専門技師、診療情報管理士

三原直樹（みはら・なおき）氏

国立がん研究センター中央病院

1998 年に竣工した国立がん研究セ
ンター中央病院新棟。2017 年には、
同棟北西部に新研究棟（地上14階、
延べ面積 33,500 ㎡）が完成し、高
度な研究機能の充実に加えて、臨
床部門・公衆衛生部門と基礎研究
部門とがシームレスに連携するため
の工夫がなされている

東京都

■

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院

診
療
情
報
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
一
元
管
理
を
推
進
す
る
た
め
に
、

Ｖ
Ｎ
Ａ
技
術
を
用
い
た
医
療
情
報
統
合
ビ
ュ
ー
ア
を
産
学
共
同
で
開
発

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院

医
療
情
報
部 

部
長
／

情
報
統
括
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長

三
原
直
樹
氏
に
聞
く

散
在
す
る
診
療
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
、

能
動
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
目
指
す

診
療
の
効
率
性
と
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
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――最近のトピックからお聞
かせいただけませんか。
　当センターの大きなプロジェ
クトとして、ゲノム医療の実地医
療としての実現と、希少がん、
難治がんの診断法や治療法を
開発（MASTER　KEY プロ
ジェクト）することがありますが、
4 月から“がんゲノム医療中核
拠点病院”に指定されたこと（全
11施設）は、前者プロジェクト
において大きな一歩です。ゲノ
ム検査の NCC オンコパネルに
ついては来年から実地臨床を行
う予定ですが、その効果を期待
しています。後者についても、
希少がん中央機関を当院が務
めることになり、診断や治療に
取り組む全国の施設のハブとし
て、本年から医療開発にも取り
組み始めています。
　なお、昨年から行っている希
少がんの情報を患者さん、ご家
族に知っていただく月に１回のセ
ミナー“希少がんミート・ザ・エ
キスパート”も大変好評で、本

うまでもありません。これも従
前のシステムでは十分ではあり
ませんでした。
――では、どのような情報シス
テムの完成を望まれていますか。
　いささか乱暴な表現ですが、
一医師の立場からは“診療を行
う上で、見たいところがすぐに見
られる、知りたいことがすぐに
知れる”というシステムです。部
門システムにある情報も含め、
データセットとして可視化される
意義は大きいはずです。
　さらに経営者の立場からも含
め、CRC の様なデータ入力者
を介さずにカルテ上のデータを
臨床試験に直接役立てられれ
ばとも思います。
――医療情報分野では著名な
三原先生と医療情報部への期
待をお聞きします。
　医学部を擁する大学では、医
療情報の専門家で構成される
部署がありますが、当然例外は
あるものの意外とナショナルセ
ンターでは斯様な体制作りが遅
れていました。昨年、三原先生
に来てもらい医療情報部の再
構築を行いましたが、阪大出身
同士で意が通じやすいですし、
大いに期待しています。
　なお、同部に望んでいること
は、前述した情報の統合データ
ベースのように“全体像の取り
まとめ”とそれを医療開発に繋

年から月に２回の開催になった
こともトピックの１つですね。
――新しい情報システムを開発
中とのことですが、一般的な情
報システムへの評価を伺います。
　まず、当院に課せられている
２つのミッションの視点から考
察してみます。１つは、診療を
患者さんに適正に提供するとい
うことです。そのためには、病院
間の情報連携も重要ですし、
また同一施設内の部門間にお
ける情報連携も重要です。従前
のシステムでは、それが決して
十分とはいえないのが現況です。
　もう１つのミッションは、新し
い医療を開発するための治験
や臨床研究を実施することで
す。そこには信頼できるデータ
が必須であることは自明です。
そのために病院間、院内部門
間のデータを前述同様に１つに
まとめ参照、そして課題抽出も
できることが望まれます。それ
はひいては臨床研究の効率化、
質的向上にもつながることはい

げるということです。大学に比
べ治験は圧倒的に多いですし、
開発、PR についても有利であ
る当院の強みを一層発揮させて
欲しいですね。
――今般、民間企業と共同で
開発される意義をお聞きします。
　我々医療者は、情報システム
について専門的なことは分かり
ませんし、企業も我々が真に必
要とするものは明確になってい
ないでしょう。つまり、製品開
発において、ユーザーと作り手
がコラボレーションしないと有
用なものはできないはずです。
身近な例として薬があります。“ネ
イチャー”等の欧米の著名な科
学雑誌に載った論文の 10％強
が Phase3 臨床試験までいく
のですが、それらは雑誌に初出
の段階で既に企業が関与して
いるのです。つまり、企業目線
で市場を見据えながらの開発は
不可避なのです。
――今後の計画についてお聞き
します。
　当院の新棟は竣工から約 20
年になり、老朽化も目立ってき
ています。今後 5 年くらいかけ
て、インフラ整備を一から作り
直す予定です。加えて、現在進
行中ですが、東京都の医師会
等とも連携を深めて、地域医療
ネットワークの構築に努力して
いきます。

国立がん研究センター中央病院を率いる病院長の西田俊朗氏に、
同院が最近注力しているさまざまなプロジェクトや
現在開発が進んでいる最新の病院情報システムについて話を聞いた。

国立がん研究センター中央病院
病院長

西田俊朗氏に聞く

　

新
シ
ス
テ
ム
構
築
に
際
し
て
、
三
原
氏
が
注

目
し
た
シ
ス
テ
ム
が
、
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ

ス
テ
ム
ズ
の
医
療
情
報
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

「
A
b
i
e
r
t
o
（
ア
ビ
エ
ル
ト
）」
シ
リ
ー
ズ

で
あ
っ
た
。

「
A
b
i
e
r
t
o
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
異
な
る
ベ

ン
ダ
の
各
部
門
シ
ス
テ
ム
で
管
理
さ
れ
て
い
る

診
療
情
報
を
一
括
し
て
収
集
・
管
理
す
る
医
療

情
報
統
合
管
理
シ
ス
テ
ム
「
A
b
i
e
r
t
o 

V
N
A
」
と
、
同
シ
ス
テ
ム
が
収
集
し
た
診
療

情
報
を
一
括
表
示
す
る
医
療
情
報
統
合
ビ
ュ
ー

ア
「
A
b
i
e
r
t
o 

C
o
c
k
p
i
t
」
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
A
b
i
e
r
t
o
」
シ
リ
ー
ズ
に
注
目
し
た
理

由
に
つ
い
て
、
三
原
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
Ｖ
Ｎ
Ａ
は
、
欧
米
で
は
10
年
以
上
前
か
ら
考
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
初
は
デ
ー
タ
量
が
大

き
い
画
像
情
報
を
中
心
に
発
展
し
た
概
念
で
す
。

複
数
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
画
像
を
統
合
管
理
す
る
こ
と

で
、
シ
ス
テ
ム
管
理
上
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
が
目
的
だ
っ
た
の
で
す
が
、
や
が
て
こ
の
集

ま
っ
た
情
報
を
二
次
的
に
活
用
で
き
な
い
か
、

と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
デ
ー
タ
量
は
相
対
的
に
大
き
く
は

な
い
も
の
の
、
画
像
以
外
の
診
療
情
報
に
つ
い

て
も
、
同
様
の
考
え
方
で
一
元
管
理
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
二
次
的
に
活
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

電
子
カ
ル
テ
で
は
Ｄ
Ｗ
Ｈ
と
い
う
形
で
、
こ
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
際
の
診
療
で
は
、
さ
ら
に
部
門
シ
ス
テ
ム
の

様
々
な
デ
ー
タ
も
集
約
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

医
療
情
報
を
管
理
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
、

必
要
に
応
じ
て
デ
ー
タ
項
目
の
追
加
、
変
更
に

も
対
応
で
き
る
柔
軟
さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
し

か
も
膨
大
な
件
数
に
な
る
情
報
を
、
可
能
な
限

り
迅
速
に
検
索
で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
も

重
要
で
す
。要
は
、各
部
門
シ
ス
テ
ム
に
散
ら
ば
っ

て
い
る
診
療
デ
ー
タ
を
集
約
す
る
Ｄ
Ｂ
で
あ
る

Ｖ
Ｎ
Ａ
と
い
う
基
幹
部
分
と
、
集
約
し
た
診
療

デ
ー
タ
の
う
ち
、
必
要
な
デ
ー
タ
の
み
を
見
せ

る
統
合
ビ
ュ
ー
ア
の
２
つ
の
機
能
が
揃
っ
て
い
る

こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。
国
内
で
も
よ
う
や
く
、

Ｖ
Ｎ
Ａ
を
持
つ
シ
ス
テ
ム
が
い
く
つ
か
登
場
し

て
き
て
い
ま
す
が
、
今
述
べ
た
考
え
方
に
合
致

し
た
シ
ス
テ
ム
が
『
A
b
i
e
r
t
o
』
シ
リ
ー

ズ
で
す
。
そ
こ
で
当
院
で
は
、
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ

カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
と
の
産
学
連
携
に
よ
る
共
同

研
究
で
、
が
ん
診
療
に
適
し
た
医
療
情
報
統
合

ビ
ュ
ー
ア
の
開
発
を
開
始
し
た
の
で
す
」

「
A
b
i
e
r
t
o 

C
o
c
k
p
i
t
」
は
、
患

者
の
画
像
情
報
や
文
書
情
報
、
検
査
結
果
や
治

療
お
よ
び
観
察
記
録
等
を
、
画
面
上
に
自
由
に

組
み
合
わ
せ
て
直
接
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る

医
療
情
報
統
合
ビ
ュ
ー
ア
で
あ
る
。
情
報
を
集

約
展
開
す
る
基
幹
部
分
と
し
て
の
Ｖ
Ｎ
Ａ
に
は
、

一
般
的
な
シ
ス
テ
ム
で
採
用
さ
れ
て
い
る
Ｒ
Ｄ
Ｂ

（
リ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
と
は
異
な

る
多
次
元
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
エ
ン
ジ
ン
を
あ
え
て

採
用
し
て
い
る
。
永
続
的
に
医
療
情
報
を
保
管

す
る
上
で
必
要
と
な
る
デ
ー
タ
項
目
の
追
加
に

も
柔
軟
に
対
応
で
き
、
さ
ら
に
膨
大
な
デ
ー
タ

量
で
あ
っ
て
も
、
高
速
な
検
索
を
可
能
と
し
て

い
る
。
こ
こ
か
ら
、
ビ
ュ
ー
ア
へ
の
情
報
展
開
を

す
る
だ
け
で
な
く
、
院
内
外
の
様
々
な
シ
ス
テ

ム
に
対
す
る
Ｈ
Ｉ
Ｅ
（
ヘ
ル
ス
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
）
の
実
現
も
可
能
だ
。

Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
、
Ｈ
Ｌ
７
、
Ｉ
Ｈ
Ｅ
等
の
標
準
手

順
を
ベ
ー
ス
に
、
相
手
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
要

件
の
違
い
を
吸
収
す
る
仕
組
み
を
備
え
て
い
る

の
が
強
み
で
あ
る
。

　

同
ビ
ュ
ー
ア
の
最
大
の
特
長
は
、
時
間
軸
連

動
表
示
を
可
能
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
患
者

に
関
す
る
診
療
に
必
要
な
情
報
を
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
と
パ
ネ
ル
に
展
開
。
画
面
上
に
、
検
査
情
報

や
治
療
と
そ
の
効
果
な
ど
の
診
療
情
報
を
時
系

列
に
並
べ
、同
期
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
だ
。
ま
た
、

各
表
示
パ
ネ
ル
は
、
複
数
の
粒
度
の
異
な
る
デ
ー

タ
を
配
置
し
た
場
合
で
も
、
表
示
期
間
を
計
算

し
、
同
期
し
て
動
か
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
投
薬
な
ど
の
情
報
、
血
液
検
査

将来のシステム構成のイメージ図。電子カルテシステムをはじめ、放射線レポートシステムや病理システム、臨床検査システム等、各種部門システム
から患者の診療情報を一元管理。得られた情報を参照する医師の診療科やニーズに合わせて「Abierto Cockpit」画面上に一括表示する

医療情報統合ビューアの開発画面を注視する三原直樹氏。同ビューアの開発に
よって、データの一元管理と業務の効率化の両立を目指す

にしだ・としろう

最
新
の
Ｖ
Ｎ
Ａ
技
術
を
活
用
し
て
、

診
療
情
報
の
共
有
化
と
一
元
管
理
を
実
現

医
療
情
報
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「A

bierto

」

Abierto Cockpit 電子カルテシステム

・カルテ記載情報を記録
・各種システムへ指示

・患者の状態を一括して把握
・医師の診療をサポート

　（ルールベース診療評価エンジン）

・患者の各種診療情報を
　一括して管理

システム構成の
イメージ（将来）

電子カルテ
システム

放射線レポートシステム 救命・初療システム 病理システム 周産期システム 臨床検査システム集中治療管理システム

給食システム透析システム眼科システム各科画像管理文書作成支援システム

部
門
シ
ス
テ
ム
か
ら
も
集
め
た
診
療
情
報
を

ユ
ー
ザ
ー
の
要
望
に
応
じ
て
一
括
表
示

医
療
情
報
統
合
ビ
ュ
ー
ア
「A

bierto C
ockpit

」

Abierto VNA

連 動
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国立がん研究センター中央病院

住　所：東京都中央区築地5 -1-1
病床数：578床

　国立がん研究センターは、2015
年に国立研究開発法人となり、日
本のがん診療のリーディングホスピ
タルとして、優れた専門医療従事
者の養成や、次世代がん医療の開
発および研究に取り組んでいる。ま
た、全国のがん診療連携拠点病院
等437施設への診療支援体制を構
築している。院内、各部門も意欲
的に診療・研究に取り組んでおり、
今回取材に訪れた放射線診断部門
でも最新のモダリティを多数揃え、
CT、MRI、核医学検査および IVR
について、2017年度は７万件以上
の臨床実績をあげている。また、各
種がん治療の治験を多数実施して
いることでも広く知られる。

――放射線診断科の概要から
お聞かせください。
　放射線診断科には、常勤の
画像診断医師 17 名、レジデン
ト1名、非常勤医師 4 名の計
22 名の医師がおり、そのうち
16 名が日本医学放射線学会認
定専門医、5 名が日本インター
ベンショナル・ラジオロジー学
会認定専門医の資格を有してい
ます。
　当院は 5 台の診断専用の
CTと3 台の MRI、PET/CT 3
台とPET/MRI 1台等、多数の
モダリティを有し、2017 年度の

はかかっていません。しかし、
診断を行う際に収集し参考とす
る、主治医の問診情報や患者
さんの手術所見、手術データな
どの多種多様な診療情報は、
電子カルテだけでなく、さまざま
な部門システムに収納されてい
るため、これらを集めるのにと
ても膨大な時間を割かれてしま
い、症例によっては読影に 30
分以上の時間を要しているので
す。新しい統合ビューアが開発
されれば、このような情報収集
に掛ける手間と時間が短縮で
き、画像診断が随分効率よくな
るのではと感じています。
――現在開発中のビューア画面
を実際に見られた感想をお聞
かせください。
　1画面で病理所見や抗がん
剤の投与状況などを見ることが
できる点が大変良いですね。た
だ、1画面では、私たち放射線
診断医が最も関心のある放射
線系の医用画像を見るスペース
が小さくなってしまうので、2 面
モニタにも対応していただきたい
ところです。

実績では、CT検査を5万1,245
件、MRI 検 査を1万 102 件、
核医学検査を5,466 件実施し
ており、また IVR-CT 装置 2 台
を中心とした IVR は 6,000 件
以上の実績があります。
――開発中の統合ビューアの
考え方について感想をお聞か
せください。
　放射線診断科では、PACS
の画像について、電子カルテ上
の診療情報を参照しながら読影
を行い、その診断に従ってレポー
トを入力します。実は、画像の
読影そのものには常に長い時間

　また、音声入力等の入力技術
や、診療データ確認のための操
作性の改善等、より迅速に診
断業務ができる方向に、今後も
開発を続けてもらえればとも思っ
ています。
――今後、医療 ICT技術の進
展に期待している点について
お聞かせください。
　当院では、画像情報以外に、
さまざまな診療情報が蓄積され
ています。そのような診療情報、
特に遺伝子に関する情報と画
像情報を組み合わせて、がん治
療に役立てられないかと考えて
いるところです。
　最近、よく聞かれるAI ですが、
機械学習でより良い結果を得る
ためには、膨大なデータを収集、
蓄積することが必要です。当院
には、多くのがん患者さんが来
院されますのでデータは豊富で
ある一方、診療業務も多忙であ
るので、このようなデータを手
作業ではなく、日常診療しなが
ら自動的に蓄積され、AI に応
用できるような仕組みを開発し
てほしいですね。

国立がん研究センター東病院から
4 年ぶりに異動し、
中央病院 放射線診断科科長に
就任した楠本昌彦氏に、
中央病院 放射線診断科の概要と
開発中の統合ビューアの所感、
今後への期待や要望等について
話を聞いた。

国立がん研究センター中央病院
放射線診断科 科長

楠本昌彦氏に聞く

の
結
果
、
生
体
情
報
の
数
値
の
変
化
な
ど
の
関

係
性
を
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
表
示
・
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
等

の
モ
ダ
リ
テ
ィ
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
に
は
、
画

像
情
報
だ
け
で
な
く
、
計
測
値
な
ど
の
数
値
化

さ
れ
た
情
報
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の

デ
ー
タ
も
併
せ
て
収
集
・
表
示
す
る
こ
と
が
で

き
、
一
歩
進
ん
だ
デ
ー
タ
統
合
表
示
を
行
え
る

ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
特
定
の
抽
出
条
件
を
設
定
し
、
一

致
す
る
デ
ー
タ
を
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
表
示
す
る
イ

ベ
ン
ト
検
出
機
能
も
装
備
す
る
。
公
的
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
あ
る
い
は
医
師
個
人
の
ル
ー
ル
設
定

に
従
い
、
確
認
が
必
要
な
デ
ー
タ
を
画
面
上
に

明
示
す
る
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
診
療
評
価
エ
ン
ジ
ン

（
C
l
i
n
i
c
a
l 

E
v
a
l
u
a
t
i
o
n 

E
n
g
i
n
e
）
を
搭
載
し
て
お
り
、
医
師
の
経

験
に
基
づ
い
て
、「
異
常
な
値
を
検
出
」・「
急
激

な
容
体
の
変
化
を
検
出
」
す
る
こ
と
や
、「
組
み

合
せ
ル
ー
ル
に
よ
り
検
出
」・「
異
常
で
な
い
も
の

を
誤
検
知
す
る
よ
う
な
事
象
を
排
除
」
し
て
注

意
を
喚
起
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　

が
ん
診
療
に
関
す
る
医
療
情
報
統
合
ビ
ュ
ー

ア
の
開
発
に
関
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
三

原
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
統
合
ビ
ュ
ー
ア
の
発
想
は
昔
か
ら
存
在
し
て
お

り
、
例
え
ば
１
つ
の
ビ
ュ
ー
ア
上
に
画
像
情
報

は
左
側
、
レ
ポ
ー
ト
や
検
査
結
果
は
中
央
に
表

示
と
い
う
よ
う
に
、
統
合
ビ
ュ
ー
ア
を
用
い
て

診
療
情
報
を
１
つ
の
ビ
ュ
ー
ア
上
で
参
照
し
よ

う
と
い
う
考
え
は
す
で
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
中
で
１
つ
、
抜
け
落
ち
て
い
た
の
が
、

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
表
示
機
能
で
す
。

　

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
表
示
機
能
と
は
、
患
者
の
疾

病
に
関
す
る
歴
史
や
ス
ト
ー
リ
ー
を
俯
瞰
的
に

表
示
す
る
た
め
の
機
能
で
す
。
例
え
ば
、
時
系

列
で
外
来
検
査
や
手
術
が
行
わ
れ
、
以
後
入
院

に
関
す
る
デ
ー
タ
や
外
来
で
の
来
院
歴
が
あ
れ

ば
、
そ
の
患
者
は
現
在
術
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
行
っ
て
い
る
の
だ
と
即
座
に
医
師
は
理
解

で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
表
示

は
、
従
来
の
シ
ス
テ
ム
で
は
あ
ま
り
実
現
し
て

お
ら
ず
、
多
岐
に
わ
た
る
診
療
情
報
を
集
め
よ

う
と
す
る
と
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
端
末
上
の
モ
ニ
タ
に
ウ
ィ

ン
ド
ウ
を
複
数
開
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
例
え
ば
担
当
医
が
が
ん
患
者
の
サ
マ
リ
ー

を
作
成
す
る
と
き
な
ど
は
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
が
多

す
ぎ
て
煩
わ
し
く
な
り
、余
計
な
手
間
が
か
か
っ

て
、
必
要
以
上
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
て

い
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
シ
ス
テ
ム
開
発
で
は
、
が

ん
の
診
療
時
で
の
イ
ベ
ン
ト
、
例
え
ば
外
来
診

察
時
前
や
手
術
前
な
ど
、
各
診
療
科
で
が
ん
の

診
断
を
す
る
際
に
必
要
な
診
療
デ
ー
タ
を
Ｄ
Ｂ

か
ら
自
動
的
に
抽
出
し
、
統
合
ビ
ュ
ー
ア
上
に

表
示
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

が
ん
医
療
は
、
手
術
や
治
療
法
、
行
う
べ
き

検
査
な
ど
、
診
療
に
関
す
る
段
取
り
や
ス
ト
ー

リ
ー
が
概
ね
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
覧
表

示
す
る
た
め
に
必
要
な
収
集
す
べ
き
診
療
デ
ー

タ
を
確
定
さ
せ
や
す
く
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で

言
え
ば
、
開
発
し
や
す
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

情
報
統
合
ビ
ュ
ー
ア
開
発
の
課
題
に
つ
い
て
、

三
原
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
画
面
に
一
覧
表
示
す
る
た
め
の
診
療
デ
ー
タ
を

ど
の
よ
う
に
集
め
る
か

も
、
ま
だ
研
究
段
階
で
す
。

例
え
ば
、
呼
吸
器
内
科
の

医
師
が
肺
が
ん
患
者
の
初

診
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

デ
ー
タ
が
必
要
な
の
か
、

そ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
各

診
療
科
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ

し
て
、
表
示
デ
ー
タ
の
定

義
づ
け
を
決
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
ユ
ー
ザ
ビ
リ

テ
ィ
や
視
認
性
を
高
め
る

た
め
の
工
夫
を
さ
ら
に
続

け
た
い
で
す
ね
。
最
近
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ

リ
の
よ
う
に
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
見
ず
と
も
直
感
的
に

操
作
可
能
な
シ
ス
テ
ム
開

画像診断業務に取り組む楠本昌彦氏。「医療情報統合ビューアが完成すれば、最も
手間と時間を要した診療データの収集が容易になる」と本格稼働を心待ちにしている

発
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　

今
後
の
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
に
求
め
ら

れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
三
原
氏
は
つ
ぎ
の
よ

う
に
話
す
。

「
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
は
、
数
多
く
の
部
門
シ

ス
テ
ム
を
統
合
す
る
ポ
ー
タ
ル
と
し
て
は
完
成

の
域
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
臨
床
の
現

場
で
使
う
際
に
、
部
門
シ
ス
テ
ム
の
数
が
増
え

て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
情
報
を
収
集
す
る
た

め
の
ユ
ー
ザ
ー
の
労
力
が
増
え
続
け
て
も
い
ま

す
。
そ
こ
で
、今
後
は
シ
ス
テ
ム
の
側
か
ら
、ユ
ー

ザ
ー
が
求
め
て
い
る
情
報
を
能
動
的
に
表
示
す

る
シ
ス
テ
ム
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
回
の
開

発
が
そ
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
」

くすもと・まさひこ

各
種
の
診
療
情
報
を
時
系
列
表
示
す
る

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
表
示
で
有
用
性
を
高
め
る

が
ん
診
療
の
情
報
統
合
ビ
ュ
ー
ア
の
ポ
イ
ン
ト

国立がん研究センター中央病院とキヤノンメディカルシステムズが共同開発を進める「Abierto Cockpit」の
開発中画面。電子カルテや検査情報、画像情報、バイタルデータを一覧表示するほか、タイムライン表示機
能により診療情報の時系列表示を実現。診療場面に応じて、画面構成を容易にカスタマイズ化できる


